










要約:小学生から高校生を対象として・死と悪性疾患(白血病・癌)に関する意識調査をお

こなった。調査は、独自に作成した調査用紙を用い、集団記入式で行った。子どもたちは、

人間と動物に対して異なる死の意識を有しており、動物に対してより即物的な死のイメー

ジを持っていた。人の死は、外から暴力的に襲ってくるものとして受けとめられていた。

白血病の病名は、小学 5年生ではその半数しか知っていなかったが、知っている場合には、

癌に近い難治のイメージを漠然と持っていた。


